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奥飛騨温泉郷 ホタルマップ

奥飛騨温泉郷内にあるホタル観賞マップ

栃尾交差点

：ホタル発生スポット

奥飛騨温泉郷に主に生息しているホタルについてご紹介します。

ゲンジボタル

奥飛騨温泉郷に主に生息しているホタル。

体は黒色だが、前胸背は淡赤色で黒い十字

形の紋があります。オスとメスの発光器は淡

黄色をしています。

ゲンジボタルの他にも数は少ないですが、ヘ

イケボタルも生息しています。

オスの体長よりメスの体長の方が大型です。腹にある節のうち、オスは２つの節が光るのに、メス

は１つの節しか光りません。光る節は、うす黄色なので、腹をみるとオスかメスか分かります。

集団的に発生し、ふわりふわりとゆるやかな曲線を描いて飛びます。

強く光り、光りを明滅させながら飛んでいるのが、ほとんどオスで、メスは草や木の葉の上にじっ

と止まって、弱く光っています。

日中、水辺近くの木の葉の裏で休んでいたオスとメスが夜にコミュニケーションをとる為です。オ

スは強い光を放ちながらメスに自分の存在を知らせます。メスは草の陰や木の葉に止まってい

て、オスに愛のシグナルを送ります。

　　　　　　　　　　　　　　（資料提供：神通川水系砂防事務所・http://www.hrr.mlit.go.jp/jintsu/）

和仁建設

内野

酒屋

通り沿いにある目印看板。

ホタルへと導いてくれるラ

ンプを辿って坂道を降りて

いくと、ホタルがお出迎え

をしてくれます。

夜間でも安心してホタル観

賞ができます。

（栃尾交差点から車で１５分）

小川の両岸にホタルが

発生。下流５０ｍまで

ぎっしりとホタルが舞う

様子がご覧になれま

す。小川の一部にはロ

ープが張ってあります

が、近づきすぎないよ

うに注意して下さい。

ホタル観賞の注意とお願い

①地域の方に迷惑をかけないようにして下さい。駐車場のない場所では、車の置き場所に

気を付け、駐車しても良い場所か自ら判断し、停車中はエンジンを切って下さい。

②道路沿いでは、走行中の車に充分注意をはらって下さい。

③足元が暗く夜間の歩行は危険が伴う場所もあります。なるべく安全な場所で観賞して下

さい。

④ホタル観賞の際は禁煙して下さい。また、タバコのポイ捨てはしないで下さい。ゴミは持

ち帰りましょう。

⑤懐中電灯は足元だけを照らすようにして下さい。ホタルは人工の灯りを嫌いますので、　

ホタルに向けて照らさないようにして下さい。

同じように車のライトやカメラ等のフラッシュは厳禁！！その場から逃げます。

ホタル観賞の前に・・・

気象状況をチェックしましょう！！

①雨が上がり蒸し暑い日

②湿度の高い日

③風の無い日

　（気温や湿度の低い日・雨の日・風の強い日

は飛ぶホタルの数が減ります）

観賞時間：１９時３０分頃～２１時頃。

　　　　　　　（ピークは２０時～２０時３０分頃）

観賞時期：６月下旬～７月下旬

（発生量は場所や年によって変わります）
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上記以外にも奥飛騨温泉郷には、まだホタルの発生する場所は多くあります。今後も多くのホタル情報を記載していきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一社）奥飛騨温泉郷観光協会　（2013.6）

福地温泉

見座地区

柳橋を渡り見座公民館

前バス停手前を右折。

さらに道に沿って右折

し、見座ポンプ庫の角

を左折。

そこから１５０ｍほど直

進すると右側に川に下

る道路があり、（車両

は進入禁止）徒歩で下

ると、小川が見えま

す。周辺は民家なの

で、マナーの良い観賞

をしましょう。

（栃尾交差点より車で

２０分）

「ホタル水路」の紹介

です。地元有志の

方・諸団体の皆様の

お陰でここまでホタ

ルが生息できるよう

になりました。守り続

けていきたい奥飛騨

の自然です。

入り口の目印は足湯

「蛍の湯」の看板。

足湯に浸かりながら

ホタル観賞は奥飛騨

ならでは！！

（栃尾交差点より車で

２分）

足湯「蛍の湯」から下流に広がる水路や草むらです。

夜間は広範囲にわたって蛍が飛び交います。歩いて

回れるように小さな橋が架かっていたり、足元は歩き

やすいようになっていますが、灯りはなく非常に暗い

ので、注意しなが観賞して下さい。駐車場からでも充

分にホタル観賞ができます。昼間に足湯をしがてら

のんびりと下見をされるのもいいかもしれません。

百合見橋から見える

様子。

小川の左岸に生息して

います。とても貴重な

天然ホタルです。

マナーある蛍観賞を

お願いします

新平湯温泉

蒲田トンネル

佳留萱山荘敷地内にある

蛍スポット。観賞時は宿の

駐車場を利用するため、

（栃尾交差点より車で９分）

草むらの下流の様子。

地元有志が大切に繁殖

させたホタルが静かな夜

を演出しています。

今後さらに年を追う毎に

発生数が増加すること

を期待しています。

草むらの上流の様子。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ホタルの発生の条件・

清らかな小川が流れて

います。

平湯

神社

平湯民俗館

平湯民俗館内にある平湯

の蛍スポット。

奥飛騨温泉郷では珍しい

「ヒメボタル」の生息地です。

大変生息数が少ないため

派手さはありませんが、

フラッシュのような光り方が

特徴の蛍観賞が楽しめます。

平湯民俗館のシンボル

ともなっている合掌家屋

ゆ

百合見橋から下流の

小川の左岸に発生。

橋には歩道が無いの

で車には注意が必要

です。

（栃尾交差点より車で５分）


